(2)　心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）
ア　心身障がい児部会の目的と内容
　平成２０、２１年度の心身障がい児部会の取り組みの中で見えてきた課題解消に向け、平成２２年度は試行的にいくつかの事業を行った。それらを評価した結果、平成２３年度も同様の事業を継続して取り組む必要があるとの結論に至った。

今年度は、各機関の協力が得られる範囲で事業を継続し、連携を強化していく。

イ　早期対応段階の事業
○情報交換の実施…保健センターと子育て支援課（保育園・幼稚園など）で、お互いの事業内容等を説明しあう機会を設けた。

(ｱ)　３歳児健診の状況把握
「講義を受けて見学」という流れを半年ごとに実施し、今年度は副園長、主任に参加してもらった。

【スケジュール】

	月
	７月
	７～１０月
	１０月下旬
	１１～３月

	内容
	健診の目的、

内容確認

（副園長向け）
	３歳児健診見学

（副園長向け）
	健診の目的、

内容確認

（主任向け）
	３歳児健診見学

（主任向け）


　　　【成果】

· ３歳児健診の様子を聞く、見ることで、保健センターの業務を知ることができ、保育園側の受け入れ姿勢や役割が明確になったという意見が多い。
· 来年度は、現場の保育士向けに実施予定。その他、幼稚園教諭にも声をかける。
　　(ｲ)　子育て支援センター（わくわくルーム）の状況把握

子育て支援センターのスタッフに保健センター（保健師）の業務を理解してもらうため、保健師と共に教室を訪問し、見学した後で意見交換を行った。
【スケジュール】

	月
	９～１１月
	１２～２月

	内容
	わくわく訪問（みどり保育園）

様子見学、見学後の意見交換
	わくわく訪問（莇生保育園）

様子見学、見学後の意見交換


１回目意見交換の主な内容
自立支援協議会（心身障がい児部会）の説明

今回の取り組みの趣旨説明、参加児童についての情報交換

保健センターの各種相談事業の説明（わくわくガイドマップを見ながら）

２回目意見交換の主な内容
参加児童についての情報交換、保健センターの健診後フォロー体制の詳細説明

３回目意見交換の主な内容
今回の取り組みを終えての感想等、講評

【成果】

· お互いのことを知りあえてとても有意義。保健センターと子育て支援センター（保育園）では視点が違ってくるが、それを理解した上で連携ができればよい。
· 来年度は残りの２箇所の子育て支援センターに訪問に行く予定。

ウ　就学移行段階の事業
○ケース検討の実施

計画　入学前・後の児童のケース検討を開催

効果　→　各機関の連携強化、学校へ提供する情報の再確認

（方法）年に１～３ケース程度、これを３～５年続けて行い、関係機関の連携を強化するとともに、地域の課題も集約。さらに、就学前の関係機関がどのような情報を小学校に渡せばよいかということも再確認していく。

【スケジュール】

	2010
	2011
	2012
	2013
	2014
	2015

	ケース検討

開始
	
	
	定例としては一旦終了。
	
	

	
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	
個別に配慮が必要な方はケース検討続行


(ｱ)　就学移行段階の今年度の実施内容

・みよし市で出生し、市の支援システムの中でフォローが始まった児童を対象にしたケース検討の実施。

○育児相談、ふたば、市内幼稚園を経て地域の小学校（通常学級）に在籍している児のケース検討を実施（２月１４日）

（参加者：対象児の母親、保健センター、元ふたば、桃山幼稚園、子育て支援課、こども発達センター、教育委員会、圏域アドバイザー、生活支援センターひかりの丘、福祉課）

【成果】
· 保護者の同意が得られた児童について、それまで関わってきた機関が集まり、就学移行時の課題について確認した。

· 就学に向けての心構えを、同じ立場の保護者に聞く機会があるとよいとの意見。

· 学校側に、就学前のシステムがどうなっているか知ってもらえるとよい。
· 来年度も同様の方法でケース検討を実施し、地域課題を探っていきたい。
· 最終的には、情報提供のモデル様式を作成し、使用できるようになればよい。
エ　関係機関ヒアリングの実施
　　　児部会が発足して３年が経過し、最初にヒアリングをしたころの状況とは変わってきている。
	例）保健センター「のびのび教室」→６ヶ月ごとにモニタリングをするようになる。

親子通園ふたば→短期１０回コースの「ひよこ」が創設される。

公開保育療育研修→３回のうち１回は市内私立幼稚園を会場園として実施。

学校教育→教育支援センター、特別支援教育連携協議会が設置される。


　　　就学前児童の早期対応システムの構築と整備のため、部会として取り組んでいる連携強化に向けた事業も一定の成果を得ているが、システムの現状を再確認するため、また、今後の方向性を探るために、各機関からの意見を聞かせていただいた。
【スケジュール】
	日にち
	対象
	参加者

	１月２５日（水）
	親子通園ルームふたば
	園長、担当スタッフ

	２月２日（木）
	保健センター
	保健師長、担当スタッフ

	２月９日（木）
	子育て支援課
	指導保育士、家庭相談員


　　　＊ヒアリング実施者は、いずれも圏域アドバイザー、豊田市こども発達センター、事務局（生活支援センターひかりの丘、福祉課）

【成果】

　主な内容は「親子通園ルームふたば」についてで、思った以上に「ふたば」の位置づけや役割が知られていなかった。これにより、市の子育て支援フローに問題が出てきているため、来年度は「ふたば」の役割を知ってもらう取り組みを行ったり、定期的に話し合いの場を設けるなど、課題解消に向けて取り組む予定。

オ　自立支援協議会主催研修

　　　みよし市障がい者自立支援協議会として、豊田市こども発達センター等に依頼している研修の追加と内容の見直しを行っている。以下は今年度実施（予定）分。

【研修の内容等】
	依頼（実施）機関
	対象
	内容
	時期（予定含）

	豊田市
こども発達センター
	保健師
	こどもの運動発達と訓練について

（講師：理学療法士）
	９月２０日（火）

15:00～16:30

	
	
	巡回療育相談について

（講師：地域療育室相談員）
	１１月１日（火）

15:30～17:00

	
	
	肢体不自由児の超早期療育

（講師：地域療育室相談員）
	２月９日（木）

15:00～16:45

	
	保育士・
幼稚園教諭
	発達障がいの理解と支援（中級編）
（講師：臨床心理士）
	５月２４日（火）

13:30～15:30

	
	
	公開保育事例検討（莇生保育園）
	６月３日（金）

9:30～12:30

	
	
	こどもの運動発達の理解と支援

（講師：作業療法士）
	８月４日（月）

13:30～15:30

	
	
	公開保育事例検討（ベル三好幼稚園）
	１０月２１日（金）

9:40～12:45

	
	
	公開保育事例検討（みどり保育園）
	１１月１５日（火）

9:30～12:30

	
	
	豊田市こども発達センター施設見学
	９月1,9,15日

午前

	
	保健師・

保育士
	通園施設１日体験実習
	１１月

7,10,14,17日


＊上の研修では、みよし市障がい者相談支援事業の相談員も可能な限り参加する。
【成果】

· 毎回、アンケートを実施。研修前に綿密な打ち合わせを行うことにより、充実した内容の研修が行えている。また、回数も増え、各職種の意識も高まってきているように思える。
· 研修後アンケートで「今後、研修で取り上げて欲しい内容」についても調査しているので、これらを参考に研修内容を検討する。
· その他、部会の取組みで見えてきた課題解消に向けての研修も企画、実施予定。
カ　部会の名称の変更

　　部会設置時から使用されてきた「心身障がい児部会」の名称であるが、事業内容や現状を考慮し、部会の名称を「児童部会」に改めた。

キ　平成２４年度の部会スケジュール（予定）

	時期
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	H22 １月
	２月
	３月

	部会
	

	


	
	


	

	

	


	

	

	

	参加機関
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務局等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


連携の強化、課題の集約




















年度前半の各段階での取り組みや話し合いの報告、今後の研修内容の検討等


情報の共有化








課題の整理、提供する情報の確認








提供する情報を確定








各段階での取り組み








ふたばの課題解消に


向けた話し合い





























第１回


部会開催


（6月頃）








今年度の部会の方向性


（連携の強化、研修の充実）今後のスケジュール、みよし市教育支援の動向について等





早期発見：乳幼児健診見学、わくわくルーム訪問。学校移行：ケース検討。これらを行う中での課題の把握など。




















手をつなぐ親の会主催


特別支援教育意見交換 傍聴


卒業後の進路の意見交換 参加








第２回


部会開催


（11頃）





各段階での取り組み





ふたばの課題解消に向けた取り組み





事務局、助言機関等と参加機関で、今年度の取組状況と課題の確認及び各機関の調整。





今年度の成果の確認


各機関の事業報告


全体会への報告まとめ


来年度の方向性等（予定）





第３回


部会開催


（3月頃）








各機関の事業・研修　個別支援会議等（随時）





打ち合わせ（随時）、全体会・運営協議会への報告まとめ（会議前）








